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プロサーモ NMT539 の代表的な機器レ イアウ ト

1. タ ン ク ト ッ プへのプロサーモの取り付け 

実際の取 り 付けでは、 危険地区の作業においては、 責任者によ って許可および訓練された作業員が必要と な り ます。
・ 安全性を確保するには、 有害な状況を避ける配慮が必要です。
・ 取付方法は、 プロサーモの仕様よ って異な り ます。 「BA1025N 取付説明書」 をご参照 く ださい。

2. ホス ト 機器への配線 ( タ ン クサイ ド モニ タ NRF590 またはプロサーボ NMS5/7) 
・ 配線のケーブル素材および配置は本質安全規格に準拠し て行って く ださい。
・ シール ド ツ イ ス ト ペア線の片側 ( 通常ホス ト 機器側 ) は、 端子接続での接地が必要と な り ます。
・ 「BA1025N 取付説明書」 をご参照 く ださい。 

3. プロサーモ NMT539 初期設定

・ ホス ト 機器への NMT539 の機器設定および HART 通信設定が必要です。 

4. プロサーモ NMT539 からホス ト 機器へのデータ フ ロー
・ 各測温素子データ : 各列の測温素子は、 NMT539 のデータマ ト リ ッ ク ス上の液面情報に関係な く 利用可能です。 平均温度デー

タ : ホス ト 機器は、 HART ラ イ ンでプロサーモに液面データ を送信し ます。 プロサーモは、 受信した液面を も と にガス層およ
び液層の平均温度を演算し ます。

・ 水尺データ : 水尺データおよび基本情報は継続的にスキ ャ ン され、 HART 接続が作動中であ る限 り 、 ホス ト 機器から伝送され
ます。 
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1 安全に関する注記

1.1 使用目的

プロサーモ NMT539 は、 保税および在槽管理アプ リ ケーシ ョ ンにおける温度計測に最適な
HART 信号変換器装備のマルチスポ ッ ト Pt100 平均温度計です。 エン ド レ スハウザー製のマイ ク
ロパイ ロ ッ ト "S" シ リ ーズ、 タ ン ク サイ ド モニタ NRF590 のレーダータ ン ク液面計アプ リ ケー
シ ョ ン用に、 独自の機能と し て、 静電容量式の水尺計を実装でき ます。 タ ン ク ト ッ プに設置し、
本質安全ローカル 2 線 HART 通信によ り 温度と水尺値を供給し ます。 ホス ト 制御機器は、 エン
ド レ スハウザー製タ ン ク サイ ド モニタ NRF590 またはプロサーボ NMS5/7 のどち らでも選択で
き ます。 TGM5000、 TMD1 にも接続可能ですが、 NMT539 の高温仕様の場合のみバ リ アボ ッ ク ス
本安耐圧防爆変換器 NAB560 が必要と な り ます。

1.2 設置、 試験、 操作

･機器の取 り 付け、 電気設備、 ス ター ト ア ッ プ、 および保守は設備または施設の責任者の許可を
受けた訓練された作業員だけが実行でき ます。

･作業員は必ずこ の操作マニュ アルを読んで理解し てから その指示を実行する必要があ り ます。
･機器の操作は、 設備または施設の責任者によ って許可および訓練された作業員だけが実行でき
ます。

・ 本マニュ アルのすべての指示に必ず従って く ださい。
･取 り 付け業者は、 配線図に従って測定システムが正し く 配線されている こ と を確認する必要が
あ り ます。 測定システムは、 接地する必要があ り ます。
「取付説明書BA1025N」 参照。

･設置、 試験、 操作に関連する法令、 通達、 規則を遵守し て く ださい。

1.3 製品取扱い上の注意

電源部
電源を入れる前に NMT の電源部や周波数が仕様の範囲内であ る こ と をご確認 く ださい。 製品の
操作上、 適切な電圧をご使用 く ださい。

電源ケーブル
電源ケーブルは弊社指定のケーブルをご使用 く ださい。 必ず接地は行って く ださい。

接地
電源が入っている状態でアース端子やアース線を外さ ないで く ださい。

周辺機器への接続
この取扱説明書で述べられている周辺機器への接続が可能ですが、 これらの周辺機器の機能等
はそれぞれの取扱説明書をご参照 く ださい。

1.4 操作の安全性

危険地区

･危険地区でのご使用には、 防爆構造の機器をご使用 く ださい。
･危険地区において、 電源を入れた状態で蓋は絶対に開けないよ う お願い致し ます。
･これらの機器の取付、 配線、 配管、 保守、 点検、 修理は防爆機器の使用に関する「工場電気設
備」 等の関連する法令、 通達、 規則を遵守し て行って く ださい。

･ケーブルグ ラ ン ド はし っか り とお締め く ださい。
･防爆構造機器の改造、 変更は行わないで く ださい。
･防爆機器の使用に関する 「工場電気設備指針」 等に基づいて保守や修理の際には弊社までご連
絡 く ださい。

警告！

この取扱説明書で書かれている以外のお取扱いを されます と、 事故につながる恐れがので絶対
にお止め く ださい。

1 　 安全に関する注記
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1.5 修理依頼

本製品をエン ド レ ス + ハウザー社 に返送し て修理を依頼される場合には、 次の手順が必要です。
･ 「安全 / 洗浄確認依頼書」 に必要事項を詳し く 記入し、 必ず同封し て く ださい。 こ のデータが

ない と エン ド レ スハウザー社では返送された機器の運搬、 検査、 修理に着手する こ と ができ
ません。

･ 必要に応じ て EN91/155/EEC のよ う な安全データ シー ト に特別な取扱いの指示を記述し て同
封し て く ださい。

･ 考え られる残留物物は完全に除去し て く ださい。 液体が残っている恐れのあ るガスケ ッ ト の
溝や隙間には特に注意し て く ださい。 その液体が腐食性、 毒性、 発癌性、 放射性など、 人体
に有害な ものであれば細心の注意をお願いし ます。

注意！
この取扱説明書の巻頭に 「安全 / 洗浄確認依頼書」 があ り ます。

警告！

･ 有害物質が本体の傷の間やプラ スチッ ク材全体に浸透し ている可能性があ り ます。 本体を返
送し て修理を依頼される場合には、 このよ う な危険物質が完全に除去されていなければ受理
いた しかねます。

･ 洗浄の不完全な機器は、 廃棄物処理の対象と なった り 、 従業員の人体を害する ( 火傷など )
こ と があ り ます。 これが原因で発生する費用は、 すべて機器の運用者が負担する こ と にな り
ますのでお気をつけ く ださい。

1.6 廃棄

材質の異な る製品構成部品は分別し て廃棄し て く ださい。

1.7 ソ フ ト ウ ェ ア履歴

ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン / 

日付

ソ フ ト ウ ェ アの変更 ド キ ュ メ ン ト の変更

V01.41.00/ 2003.10 オ リ ジナル リ リ ース BA1025N( 取付説明書 )

BA1026N( 操作 , 機能説

明書 )

V01.45.00 / 2006.3 ア ク セス コード 164 で UK 素子間隔、 Cu90、 多素

子にデフ ォル ト を設定する

BA1025N( 取付説明書 )

BA1026N( 操作 , 機能説

明書 )

V01.50.00 / 2008.7 保税認証、 PTB、 ハード ウ ェ アによ る ロ ッ ク機能

1 　 安全に関する注記
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1.8 安全に関する表記規則と記号

本マニュ アルでは、 安全確保の手順も し く は代替操作手順を強調するために以下の表記規則が
使用されてお り 、 左の欄にそれぞれの該当する ア イ コ ンが表示されています。

安全に関する表記規則

危険！
「危険！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う 事故、 あ るいは計器の
破損を招 く 操作または手順を強調し ます。

警告！
「警告！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あ るいは計器本体の誤動作を招 く 操
作または手順を強調し ます。

注意！
「注意！」 記号は、 適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あ るいは計器の予測を超
えた応答につながる操作または手順を強調し ます。

防爆防止

防爆認定装置
プロサーボの型式表示板に この記号があ る場合には、 爆発危険区域で使用する こ と がで
き ます。

防爆認定装置
プロサーボの型式表示板に この記号があ る場合には、 爆発危険区域で使用する こ と がで
き ます。

安全区域 ( 爆発の危険がない区域 )
図面中で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号 ( 必要な場合にのみ使用 )。 　 - 安全
区域に設置される装置であって も、 それから出る配線が防爆危険区域に入る も のであれ
ば防爆認定を受けていなければな り ません。 

電気系統

直流電圧
直流電圧がかかっている、 あ るいは直流電流が流れている端子。

交流電圧
交流 （正弦波） 電圧がかかっている、 あ るいは交流電流が流れている端子。

接地 ( アーズ ) 端子
操作員のために既に一定の接地システムを用いて接地 ( アース ) された端子。

保護用接地 ( アース ) 端子
他の接続が行われる以前に接地されていなければな ら ない端子。

等電位接続 ( アース結合 )
設備の接地システム と接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や社会のや り 方によ っ
て、 例えば等電位線あ るいは星型結線接地システムなどがあ り ます。 

EX

EX

1 　 安全に関する注記



プロサーモ NMT 539

Endress+Hauser 7

2 識別

2.1 機器の表示

2.1.1 銘板

機器の型式銘板には、 以下の技術データが示されています。

NMT539 銘板

NMT539TIIS 　 認定銘板

NP-2162-4

INTELLIGENT
TEMPERATURE TRANSMITTER

PROTHERMO

TYPE  NMT53
Var.  
L =                                  mm
SPAN               

Yamanashi 406-0846

2 　 識別
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NMT539TIIS Ex d[ia] 認定銘板

NMT539ATEX 認定銘板 EEx ia

NMT539 FM 認定銘板

2 　 識別
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NMT539 CSA 認定銘板 　

NMT539 PTB W&M 認定銘板 　

14.70
08.01

NP-2594
Endress+Hauser Yamanashi Co.,Ltd.

PROTHERMO NMT539

Hersteller / Producer :

Baulahr
Year of constr.

Tank-Nr.
Tank no.
Tprozess/process

NP-2593

2 　 識別
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2.2 注文情報

010 認証

0 防水防塵 IP 65 

7 FM: IS class1, Div.1, Gr. CD

8 CSA: Class1, Div.1, Gr. CD (Exi)

A TIIS: Ex ia IIB T4

B ATEX: EEx ia IIB T2 -T6

C TIIS: Ex ia IIB T2

D *TIIS:Ex d[ia] IIB T2

E TIIS:Ex d[ia] IIB T4

9 特殊仕様、 要問い合わせ

020 測定構造

0 変換器

1 温度プローブ + 変換器

2 水尺プローブ + 変換器

3 温度プローブ + 水尺プローブ + 変換器

4 温度プローブ + 変換器 (PTB, W&M)

5 温度プローブ + 水尺プローブ + 変換器 (PTB, W&M)

9 特殊仕様、 要問い合わせ

030 温度測定レンジ

0 温度センサな し

5 -20 ...+100 °C

1 -40 ...+100 °C 

6 -20 ...+235 °C

2 -55 ...+235°C

3 -170 ...+60°C

4 -20 ...+120°C (PTB W&M )

9 特殊仕様、 要問い合わせ

040 水尺測定レンジ

0 水尺プローブな し

1 1m (3.3 ft)

2 2m (6.6 ft)

9 特殊仕様、 要問い合わせ

050 電線管口

A ネジ G (PF) 1/2 x1

B ネジ NPT 1/2 x1

C ネジ PG16x1

D ネジ M20x1

Y 特殊仕様、 要問い合わせ

060 フ ラ ンジ規格

0 フ ラ ンジ JIS 10K 50A RF, SS400

1 フ ラ ンジ ANSI 150Ibs 2" RF, SS400

2 フ ラ ンジ DIN PN10 DN50 RF, SS400

3 フ ラ ンジ JPI 150Ibs 50A RF, SS400

4 フ ラ ンジ PF 3/4" (NPS 3/4"), ユニバーサルカ ッ プ リ ング ... 変換器タ イプ 1

5 M20, ネジ込み ... 変換器タ イプ 2

A フ ラ ンジ JIS 10K 50A RF, SUS304 　

B フ ラ ンジ ANSI 150Ibs 2" RF, SUS304

C フ ラ ンジ DIN PN10 DN50 RF, SUS304

D フ ラ ンジ JPI 150Ibs 50A RF, SUS304

9 特殊仕様、 要問い合わせ

NMT 539- 仕様コー ド 　 （次ページに続 く ）

2 　 識別
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「注文情報」 に関し ま し ては、 オーダーコード (SAP) を分か り 易 く する ために補助的な情報を 　
　 ( ) 内に載せてお り ます。

070 温度計測

A 2 点

B 3 点

C 4 点

D 5 点

E 6 点

F 7 点

G 8 点

H 9 点

J 10 点

K 11 点

L 12 点

M 13 点

N 14 点

O 15 点

P 16 点

Q 温度計測点数な し

Y 特殊仕様、 要問い合わせ

080 素子間隔

7 UK 基準 ( 変換器タ イプ )

3 1m (39")

2 1.5m (59")

1 2m (79")

5 3m (118")

4 均等割 り （スパン指定）

6 素子間隔な し

9 特殊仕様、 要問い合わせ

090 1~40,000mm(40m)温度プローブ長さ ( フ ラ ンジよ り下方から プローブの先端ま
で )

A ...mm 保護管長さ

B 保護管な し

Y 特殊仕様、 要問い合わせ

100 取付用機器

A 取付用機器な し

B アンカーウ ェ イ ト  高タ イプ ( 縦型 D120)

C アンカーウ ェ イ ト 低タ イプ ( 六角 H41)

D 固定ワ イ ヤ + ワ イ ヤフ ッ ク + NPT1" ト ッ プアンカ -

F 固定ワ イ ヤ + ワ イ ヤフ ッ ク + PT1" ト ッ プアンカ -

Y 特殊仕様、 要問い合わせ

NMT539- 仕様コー ド ( 全仕様完了 )

2 　 識別
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2.3 納入品目

計測機器の開梱、 搬送および保管は、 製品の受入、 搬送、 保管の 「製品の受入、 搬送、 保管」 の
項で述べる手順で正し く 行われる必要があ り ます。
次の品目が納入されます。
･プロサーモ NMT535 本体
ア ク セサ リ ー ( 注文し た場合 ) 設置

2.4 CE マーク、 適用宣言

プロサーモ NMT539 本体は最新の安全基準を満たすべ く 設計され、 試験を経て安全に
動作する状態で出荷されてお り ます。 このよ う にプロサーモ NMT539 本体は該当する基準およ
び法令に適合し、 EG 指令書に謳われた法令要件を満た し ています。 エン ド レ スハウザー社はプ
ロサーモ NMT539 に CE マーク を貼付し、 適合試験合格を認証し ています。

2.5 登録商標

HART®
HART Communication Foundation, Austin, USA の登録商法
ToF®
Endress+HauserHART GmbH+Co. KG, Maulburg Germany の登録商法

2 　 識別
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3 製品の受入、 輸送、 保管

3.1 受入れ

梱包と中身について損傷跡の有無をチェ ッ ク し ます。 荷物をチェ ッ ク し、 不足品がないこ と、
納入品が注文と一致し ている こ と を確認し ます。

3.2 輸送

警告！
18kg を超える機器の安全注意事項および輸送条件に従って く ださい。 輸送の際は、 ハウジング
だけをつかんで本機器を持ち上げないよ う にし て く ださい。

3.3 保管

保管および輸送の際は、 本機器を衝撃から保護される よ う に梱包し て く ださい。 それには、 オ
リ ジナル梱包材を使用する と最適に保護でき ます。 保管温度は、 -40 ℃～ +85 ℃です。

3 　 製品の受入、輸送、保管
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4 初期設定

4.1 ローカル HART 接続

4.1.1 エン ド レスハウザー社のタ ン クゲージ機器

プロサーモ NMT539 は、 エン ド レ スハウザー社のタ ン ク ゲージ機器のタ ン ク サイ ド
モニタ NRF590 またはプロサーボ NMS5 と組み合わせる こ と によ り 総合的な計装シス
テムを構築でき る よ う にデザイ ン されています。

温度および水尺情報は、 HART ループを介し て伝送されます。 NRF590 と NMS5 の両機器と も、
デフ ォル ト と し て、 NMT シ リ ーズ用の事前設置 メ ニューを持ち、 NMT539 への簡単な配線で、
NMT539 用の初期設定を行 う こ と ができ ます。

注意！
「取付説明書 BA1025N」 を参照し て、 起動する前に MT539 の設置手順を確認し て く ださい。 

4.1.2 一般的な HART 機器

NMT539 は、 本質安全防爆ループパワー機器です。 NMT539 は標準と し て、 3 つのデータ タ イプ
と HART プロ ト コルを介し たパラ メ ータ情報を供給し、 ホス ト 通信には、 ToF または FieldCare
フ ィ ール ド サービ ス ツールで通信ア ド レ ス を設定する こ と ができ ます。

注意！
NMT539 の仕様によ って、 4 つのパラ メ ータの有効性は異な り ます。

温度測定 測定機能
0: 変換器タ イプ
1: 温度プローブ + 変換器

4 つの基本データは標準と し て使用可能です。
1. 平均液温度
2. 平均ガス温度
3. レベル (VH02 measured distance")
4. 機器状態

水尺測定 測定機能
2: 水尺プローブ + 変換器

4 つの基本データは標準と し て使用可能です。
1. 水尺レベル
2. 水尺プローブ静電容量
3. 水尺プローブ 周波数
4. 機器状態

温度 + 水尺 + 変換器 測定機能
3: 温度プローブ + 水尺プローブ + 変換器

4 つの基本データは標準と し て使用可能です。
1. 平均液温度
2. 水尺レベル
3. 平均ガス温度
4. 機器状態

4 　 初期設定
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4.2 機器の設定 : タ ン クサイ ド モニ タ NRF590

「取付説明書 BA1025N」 に従って NRF590( 本質安全防爆側機器 ) から NMT539 までループパワー
HART 通信ケーブルで接続し ます。

タ ン ク サイ ド モニタ NRF590 は、 エン ド レ スハウザ - 社 HART 機器と し ての NMT535 を明確に
認識する よ う に設計されています。 

4.2.1 HART スキャ ン

NMT539 と NRF590 間のケーブル配線が完了後、 タ ン ク サイ ド モニ タの電源を ON し ますと、 全
ての接続ループパワー HART 機器を自動的にスキ ャ ン し ます。 

警告！
全てのタ ン ク サイ ド モニタ NRF590 が、 NMT539 を認識するための完璧な適合性を持つわけでは
あ り ませんので、 NRF590 のソ フ ト ウ ェ ア及びハード ウ ェ ア バージ ョ ンの適合確認に関し ま し
ては、 最寄のエン ド レ スハウザー社にご相談 く ださい。

4.2.2 NRF590 に設定する NMT539 仕様パラ メ ータ

注意！
NRF590 上に表示される NMT539 のパラ メ ータ構成は、 NRF590 に搭載されている ソ フ ト ウ ェ ア
及びハード ウ ェア バージ ョ ンによ って異な り ます。 使用可能なパラ メ ータ を確定するにはタ ン
ク サイ ド モニタ NRF590 の操作マニュ アルをご参照 く ださい。

ToF ツールを使用し て全ての初期設定および各種設定が行えます。 詳細情報は、 以下の関連し
た章で説明し てお り ます。 

4 　 初期設定



プロサーモ NMT 539

16 Endress+Hauser

4.3 機器の設定 : プロサーボ NMS5/7

NMS5/7 も HART 機器と し て、 NMT539 を明確に認識する よ う に設計されています。 
NMT539 と NMS5 の端子 24、 25 の間を ローカル HART ケーブルで接続し ます。

警告！
接続し た NMS5/7 の認定書によ って、 24、 25 の端子配列は法的な影響を も た らす恐れがあ り ま
す。 端子 24、 25 の本質安全防爆認定指示を明確にする ために NM Ｓ 5/7 のオーダ－コード を確
認し て く ださい。

4.3.1 NMS5/7 の設定準備

NMS5/7 はマル ト ド ロ ッ プ HART ループを介し た NMT539 接続に対応する ために事前設定が必
要と な り ます。

GVH362: NMT ノ セツゾ ク
「NMT ノ セツゾ ク」 の " ヘイ キン " を選択し て、 NMT535 を設定し ます。

警告！
このパラ メ ータ を変更するには、 ア ク セス コード が要求されます。 詳細に関し ま し てはプロ
サーボ NMS5 取扱説明書 (BA1001N) をご参照 く ださ い。

4.3.2 プロサーボ NMS5/7 で行う NMT539 設定

NMS5 のプロ グ ラ ミ ングマ ト リ ッ ク ス G4 " オン ド ケ イ キ " を使用し て、 NMT539 パラ メ ータ を
設定でき ます。 

警告！
水尺プローブ情報は、 プロサーボ NMS の ROM バージ ョ ン 4.24 以前では利用でき ません。 すで
に取付済みの NMS の機能を更新するには、 最寄のエン ド レ スハウザー社にご相談 く ださい。

代表的な NMT539 パラ メ ータ (NMY535 と同じ） は NMS5/7 のマ ト リ ッ ク ス上に表示されます。

G0 Static matrix

(G0 ス タ テ ィ ッ ク マ ト リ ッ
ク ス )

GVH010: エキオン ド
NMT539 が平均液温度値を計算し、 確定し ます。

GVH013: ガスオン ド
NMT539 が平均ガス温度値を計算し、 確定し ます。

GVH440: エキオン ド
GVH010 ： エキオン ド と同じ値を表示し ます。

GVH441: ガスオン ド
GVH013 ： ガスオン ド と同じ値を表示し ます。

GVH442: レベル
プロサーボよ り 取得する液位値を GVH000 ： レベル ( デスプレーサポジシ ョ ン ) にするか
GVH008 ： レベルデータ ( レベル ) にするか選択し ます。 NMT539 は送られたその液位データ を
基に液層と ガス層の温度を計算し ます。

GVH447: ソシナンバー 　 0 オン ド
測温抵抗体の温度変換が正し く 実行されているか確認し ます。 許容範囲は ±1.0 ℃です。 

GVH449: ソシオン ド 　 17 オン ド
測温抵抗体の温度変換が正し く 実行されているか確認し ます。 許容範囲の参考値は ±175.9 ℃
(348.62 ℉ ) です。 

GVH450 ～ 459 ： ソ シオン ド 　 ナンバー 1 ～ 10 　 オン ド
温度測定値は搭載された各素子 （最大 16 点） からの温度データです。 11 点～ 16 点の測定測温
素子は、 GVH470 " チ ョ ウセイ ノ ソ シナンバー " で選択し、 GVH473 " ソ シオン ド " でその素子
が表示されます。

4 　 初期設定
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GVH460 ～ 469 ： ソ シナンバー 1 ～ 10 　 イチ
プローブ中の各素子位置。 11 点～ 16 点の測定測温素子は、 GVH470 " チ ョ ウセイ ノ ソ シナン
バー " で選択し、 GVH474 " ソ シ イチ " でその素子が表示されます。

GVH470: チ ョ ウセイ ノ ソシナンバー 　
GVH471 " ゼロチ ョ ウセイ "、 GVH473 " ソ シオン ド "、 GVH474 " ソ シ イチ " のマ ト リ ッ ク ス を
選択し て要求する素子データ を入力し ます。

GVH480: エ ラーコー ド
エラーコード メ ッ セージを表示し ます。 このマニュ アルの 「エラーコード」 をご参照 く ださい。

GVH482: ソシ ノ カズ
測温管に実装されている素子の数を入力し ます。

GVH485: ソシカ ン カ ク ノ セン タ ク
測定素子間隔を設定し ます。
素子間隔が等間隔の場合のみ GVH487 " ソ シ ノ カンカ ク " を選択し て設定し、 GVH486
" タ ン ク テ イ " を選択し て、 素子最下端の高さ を設定し ます。 素子間隔が不均等の場合は、 手入
力で設定し ます。

注意！

このパラ メ ータ設定は、 NMT539 ソ フ ト ウ ェ ア （平均温度計算用） の論理的素子位置を変更する
ためにだけ使用し ます。 素子位置の物理的位置には影響されません。

GVH486: タ ン ク テイ
素子最下端の位置の高さ を設定し ます。 等間隔の場合のみ設定し ます。 

注意！

このパラ メ ータ設定は、 NMT539 ソ フ ト ウ ェ ア （平均温度計算用） の論理的素子位置を変更する
ためにだけ使用し ます。 素子位置の物理的位置には影響されません。

GVH487: ソ シ ノ カ ン カ ク
GVH485" ソ シカンカ ク ノ セン タ ク " を選択し た場合に、 素子間隔を入力し ます。

注意！

このパラ メ ータ設定は、 NMT539 ソ フ ト ウ ェ ア （平均温度計算用） の論理的素子位置を変更する
ためにだけ使用し ます。 素子位置の物理的位置には影響されません。

5 　 操作および機能説明
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5 操作および機能説明

以降は、 ToF ツールによ る設定と な り ます。

NMT539 は測定機能によ って、 HART 機器コード が異な り ます。 以下の 4 つの HART 機器コード
はジ ャ ンパー設定に基づき工場であ らかじめ設定し てお り ます。

警告！
NMT539 の内部モジュールを分解し て、 ジャ ンパー設定を勝手に変更し ないで く ださい。 工場
での正確なキ ャ リ ブレーシ ョ ンを無効にし、 重大な故障を引き起こす原因 と な り ます。

5.1 HART 機器のコー ド表記

HART 機器コー ド "183":
NMT539 が NMS5/7( ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.24 以前 ) に接続する場合の機器コード です。
NMT シ リ ーズ NMT535/538 と同様に NMT539 も認識され、 温度機能のみが使用可能と な り ま
す。 水尺プローブを装備し ていない NMT539 は、 コード 183 を使用でき ます 。

HART 機器コー ド "184":
測温機能用機器コード です。 コード 183 に類似し てお り ますが、 184 は NMT539 の変換器タ イプ
および変換器 + 温度プローブ用に特別に設計されています。 水尺プローブを装備し ていない
NMT539 は、 コード 184 を使用でき ます 。

HART 機器コー ド "185":
NMT539 の水尺測定機能用機器コード です。

HART 機器コー ド "186":
完全装備タ イプの NMT539 用の機器コード です。 変換器 + 温度フ ローブ + 水尺プローブを装備
し た NMT539 は、 コード 186 を使用でき ます。 

5.2 機器データ

タ ブ番号 : 読み取り、 書き込み

デフ ォル ト :HART
客先仕様の機器識別と管理番号、 タ ン ク名、 場所名、 他の ID

ア ッ センブ リー番号 ： 読み取り、 書き込み
デフ ォル ト : 0
製造工程に準じ た製品管理番号 

5 　 操作および機能説明
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5.3 温度測定

HART 機器コード  "183 および 184" は、 測温機能用に設計されています。 使用可能パラ メ ータお
よび機能は以下の通 り です。 パラ メ ータの説明は ToF ツールの表示画面に基づいています。

注意！
HART 機器コード は、 デフ ォル ト のヘッ ダー位置または VH99"Device Type Code" が 選択された
時だけ ToF ツールの表示画面に現れます。

マ ト リ ッ ク ス表記 ：
この章の "VH00" は ToF ツールの表示画面を参照し て く ださ い。 マ ト リ ッ ク ス表記は、 Field 
Care では表示されません。

製品オーダーコード で指定された測温機能機器 ：

測定機能
0: 変換器
1: 変換器 + 温度プローブ
4: コバータ + 温度プローブ (W&M 認定書 )

5.3.1 プラ イマ リーバリ ュー : VH00 ～ VH09

VH00 Liquid Temp：平均液温度

項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 :-200 ℃～ 240 ℃

注意！
液層平均温度の表示
液層平均温度液を計算するために必要な液面計測値は、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  FMR シ リ ーズ ( タ
ン ク サイ ド モニタ を介し て ) またはプロサーボ NMS5 シ リ ーズ よ り 供給されます。

VH01 Gas Temp ： 平均ガス温度
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 :-200 ℃ ～ 240 ℃
測定し たガス ( 気体 ) 層の平均温度を表示 

注意！
ガス層平均温度を計算するために必要なガス層計測値は、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  FMR シ リ ーズ (
タ ン ク サイ ド モニタ を介し て ) またはプロサーボ NMS5 シ リ ーズ よ り 供給されます。

VH02 Measured Distance ： 液位
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 : 0mm ～ 99999mm
レベルゲージによ り 設定された タ ン ク内の液位を表示し ます。
手動レベル入力、 要求する液レベルの直接入力も機器テス ト と し て使用可能です。

VH07 Temperature 0 ： 素子ゼロ温度
項目様式 : 読み取 り 専用
測温抵抗体の温度変換が正し く 実行されているか確認し ます。 許容範囲は ±1.0 ℃ です。

VH09 Temperature 17 ： 素子 17 温度
項目様式 : 読み取 り 専用
測温抵抗体の温度変換が正し く 実行されているか確認し ます。 許容範囲の参考値は 175.9 ℃
(348.62 ℉ ) です。

5 　 操作および機能説明
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5.3.2 測温素子 1: VH10 ～ VH19

VH10 ～ 19 Temperature 1 ～ 10 ： 素子 1-10 温度
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 :-200 ℃ ～ 240 ℃
個々の測温素子を表示し ます。 

5.3.3 測温素子 2: VH20 ～ VH29

VH20 ～ 25 Temperature 11 ～ 16 ： 素子 11-16 温度
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 :-200 ℃～ 240 ℃
個々の測温素子を表示し ます。 

VH26 Selec. Ave Method ： 平均温度演算方式
項目様式 : 選択
選択 : 標準、 ア ド バン ス
平均温度演算方法を選択し ます。 

標準 : 標準演算方式 ： タ ン ク形状に関係な く 、 以下の数式に従って平均温度演算を行います。 
( 例 : 液温度 ).

数式 :(T1 + T2 + T3) / 液層の素子数 
= 平均温度 (3.5 ℃ + 3.0 ℃ + 2.0 ℃ ) / 3 = 2.83 ℃

ア ドバンス : 不均衡な体積配分の補正係数を加えて平均温度演算を行います。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
( 例 : 液温度 ).

数式 : (T1*V1 + T2*V2 + T3*V3) / (V1 + V2 + V3) = 平均温度
注意！
V = 追加体積フ ァ ク タ と関連し たパラ メ ータは、 VH53、 54、 55 で決定されます。

5 　 操作および機能説明
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(3.5 ℃ x 2 + 3.0 ℃ x 3 + 2.0 ℃ x 4) / (2 + 3 + 4) = 2.67 ℃

VH27 Multi Spot Type ： マルチスポ ッ ト タ イプ

項目様式 : 選択
選択 : スポ ッ ト 、 マルチ
温度プローブ中の素子配列を選択、 主に NMT539 変換器タ イプは、 NMT539 以外の平均温度プ
ローブを接続する際はこの機能が必要と な り ます。

警告！
一方、 NMT539 変換器 + 温度プローブタ イプは、 常に " スポ ッ ト " 素子配列が必要です。 パラ
メ ータ " マルチ " を選択する と、 正確な演算ができ ません。

スポ ッ ト : い く つかの素子 ( 抵抗と材質） がプローブ中の各入力ケーブルに 設置された場合 ：
液層の測温素子値の合計および素子数の合計に基づき平均温度を演算を行います。

マルチ ： 各入力ケーブルに不均等の長さの素子が設置された場合 ：
液層に沈んだ素子の う ちで、 液面に最も近い液層の測温素子を平均温度 と見な し ます。

5 　 操作および機能説明
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VH28 Lower Limit ： 測温素子下限値
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト ： -20.5 ℃
範囲 ： -999.9 ℃ ～ 999.9 ℃
測温素子下限値。 素子短絡判定の基準値に使用されます。

VH29 Upper Limit ： 測温素子上限値
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : +245 ℃
範囲 : -999.9 ℃～ 999.9 ℃
測温素子上限値。 素子開放判定の基準値に使用されます。

5 　 操作および機能説明
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5.3.4 素子位置 1: VH30 ～ VH39 ：

VH30 ～ VH39 Position 1 ～ 10 ： 素子位置 1 ～ 10
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
範囲 :0mm ～ 99999mm
タ ン ク底からの素子位置
VH85 で素子間隔の " 等間隔 " を選択し た場合、 自動的に演算を行います。 " 不等間隔を選択し
た場合には、 全素子位置を手動で入力し ます。

5.3.5 Element Position 2: VH40 ～ VH49 ： 素子位置 2

VH40 ～ VH45 Position 11 ～ 16 ： 素子位置 11 ～ 16
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
範囲 :0mm ～ 99999mm
タ ン ク底からの素子位置
VH85 で素子間隔の " 等間隔 " を選択し た場合、 自動的に演算を行います。 " 不等間隔を選択し
た場合には、 全素子位置を手動で入力し ます。

VH46 Hysterese Width ： ヒ ステ リ シス幅

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :10mm
範囲 :0mm ～ 99999mm
素子切替位置 ヒ ステ リ シス
オフセ ッ ト 値と し て入力された ヒ ステ リ シスは、 変動する液表面状態よ るハンチングを抑制す
る機能を備え、 変動幅によ り 変更し ます。

VH47 Clear Memory ： メ モ リ消去
項目様式 : 選択
デフ ォル ト : な し (0)
選択 ： な し、 消去
マ ト リ ッ ク スパラ メ ータ をデフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト し ます。

VH48 Gas Offset ： ガスオフセ ッ ト
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :300mm
範囲 :0mm ～ 99999mm
ガス層の素子がこの範囲内 （下図参照） にあ る場合、 ガス温度の平均計算には使用されません。 

5 　 操作および機能説明
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VH49 Liquid Offset 液オフセ ッ ト
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : 300mm
範囲 :0mm ～ 99999mm

液中の素子がこの範囲内 （図参照） にあ る時、 液温度の平均計算には使用されません。

5 　 操作および機能説明
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5.3.6 水尺 プ ラ イマ リ およびア ドバンス温度 : VH50 ～ VH59

VH53 Element Point ： 素子点数
項目様式 : 選択
デフ ォル ト : 0 
選択 :0 ～ 15 ( 素子 No.1 = 0, 素子 No.16 = 15)
VH26 で " ア ド バン ス " 平均温度演算用の素子数を選択し ます。 選択し た素子位置は VH54" 素
子位置 " に表示され、 VH55" 素子体積 " で追加体積フ ァ ク タ を変更する こ と ができ ます。

VH54 Element Position ： 素子位置
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 : 0m ～ 99999mm
VH53 で選択し た素子位置を表示し ます。 

VH55 Element Volume ： 素子体積

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
範囲 :1 ～ 99999.9
VH53 で選択し た素子の追加体積フ ァ ク タ を設定し ます。 追加体積はア ド バン ス平均温度演算用
に個別の素子を追加でき ます （詳細は VH26" 平均温度演算方式 " を参照）。

5.3.7 水尺調整および操作動力 : VH60 ～ VH69

VH67 Common Voltage ： コ モン電圧
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 :0 ～ 255 (0 ～ 3V)
測温素子ラ イ ン ( 両信号およびコモン ) の運転電圧を表示し ます。 コモン ラ イ ンの電圧 (0 ～ 3V)
は、 表示される際は、 0 ～ 255 の範囲に変換されます。

VH68 Output Current ： 出力電流
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト ： 6mA で 16000
範囲 :0 ～ 65535
NMT539 の消費電流を調整し ます。 この機能では HART 通信ループ内 の過電流を抑制する ため
に、 設定し たパラ メ ータに基づき NMT539 の消費電力を制限し ます通常、 測温機能付の
NMT539 は消費電流の 6ｍA 以内で稼動させます。 テス ターを使用し てループ内の電流をチェ ッ
ク し、 少量の電流消費で NMT539 を稼動させます。

VH69 Ref Voltage ： 基準電圧
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :10
範囲 :0 ～ 255
電源電圧変動に対する ア ラーム設定用パラ メ ータです。 正常な稼動状態での NMT539 は、
15VDC 以上供給電圧で HART 通信ループを介し て稼動し ます。 消費電圧が 15VDC 以下に下
がった場合には、 エラー メ ッ セージを伝送し ます。

5 　 操作および機能説明
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5.3.8 温度調整 : VH70 ～ VH79

VH70 Element Select ： 素子番号指定

項目様式 : 選択
範囲 :0 ～ 19
温度調整を行 う 素子番号を選択し ます。 ( 素子 0 -15 = 素子 1-16, 19 = 基準 100Ω 抵抗 ). このマ ト
リ ッ ク スで選択し た素子の値と パラ メ ータの詳細は、 次の通 り です。 
VH73 "Temperature X"
VH74 "Position X"
VH75 "Resistance X"
VH76 "Resistance Adj"

VH71 Zero Adjust ： 測温素子ゼロ調整

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :-1000.0 ～ 1000.0
VH70 で選択し た個々の素子のゼロ調整を行います。 基準温度計 と比較し て測定温度値が微妙な
補正値を表示し た時には、 読込み値を調整でき ます。

注意！

素子 No.2 は 25.4 ℃を表示し、 標準温度計は 25.2 ℃を表示し た場合、 こ のマ ト リ ッ ク スに -0.2
を設定し ます。 設定後、 素子 No.2 は実際の測定値を基準にし た補正値が -0.2 ℃と な り ます。

VH72 Adjust Span ： 測温素子スパン調整

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1
範囲 :0.8 ～ 1.2
実装された全測温素子に対し てスパン調整が適用されます。 この補正値が実際の測定値に掛け
算されます。

VH73 Temperature X ： 温度 X
項目様式 : 読み取 り 専用
VH70 で選択し た素子の温度。 VH10 ～ VH25 で表示し た各測温素子も表示されます。 その値は、
以下の計算式に基づいて計算されています。

VH73: "Temperature X" = raw element temperature x span (VH72) + zero offset (VH71)

VH74 Position X ： 素子位置

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
範囲 :0mm ～ 99999mm
VH70 で選択し た素子の位置。 VH85 で " 不等間隔 " を選択し た場合には、 各素子位置を こ こか
ら設定でき ます。

VH75 Resistance X ： 素子抵抗
項目様式 : 読み取 り 専用
VH70 で選択し た素子の抵抗。

VH76 Resistance Adj. ： 素子抵抗調整
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : 0
範囲 :-1000.0 ～ 1000.0
VH70 で選択し た素子の抵抗調整。 微妙な抵抗調整が読込み値で設定でき ます。

注意！
同じ環境条件において、 選択し た素子 No.5 が 100.3Ω を表示し、 基準高精度抵抗器が 100Ω を
示し た場合、 このマ ト リ ッ ク スでは、 "-0.3" を設定し ます。 設定後、 素子 No.5 は実際の測定値
を基準に補正値は -0.3Ω と な り ます。 VH76 でこの設定を行ないますと全素子に反映されので、
慎重に行なって く ださい。

5 　 操作および機能説明
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VH77 Element Type ： 素子タ イプ

項目様式 : 選択
選択 :Pt100, Cu90, Cu100, PtCu100, JPt100
他社製の平均温度プローブ と NMT539 変換器タ イプの接続の場合に、 素子変換式を選択し ます。

警告！
NMT539 変換器 + 温度プローブバージ ョ ンの場合、 " スポ ッ ト " 素子配列は常に "Pt100" 素子で
構成し ます。 これらのパラ メ ータ を変更し ないで く ださい。

素子変換
数式 :

Pt100 (formula above 0°C):R = -0.580195 x 10-4 x T2 + 0.390802 x T +100
Pt100 (formula below 0°C):R = -4.2735 x 10-10 x T4 + 4.273 x 10- 8 x T³ - 0.58019 x 10- 4 x T² + 3.90802 x T + 100 
Cu90:R = 0.3809 x T + 90.4778
Cu100:R = 0.38826 x T + 90.2935
PtCu100:R = 3.3367 x 10-7 x T3 - 2.25225 x 10-5 x T2 +0.38416 x T + 100.17
JPt100:

VH78 Average Number ： サンプ リ ング数
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1
範囲 ： 1 ～ 10
本体回路上に搭載する基準抵抗を含む測温素子全ての抵抗値のサンプ リ ング回数を変更でき ま
す。

警告！
サンプ リ ング回数の増加で確実な計測が可能と な り ますが機器全体のスキ ャ ン時間が遅 く な り
ます。 素子選択周期 ： 約 2 秒 / 素子、 21 サンプ リ ング最大素子数 ( 素子数 ： 16 　 内部基準抵抗 ：
5)

VH79 Protect Code ： アクセス コー ド
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :0 ～ 999
ア ク セス コード 530 で選択および書き込み可能。

5 　 操作および機能説明
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5.3.9 機器設定 1: VH80 ～ VH89

VH80:Present Error ： エ ラー情報
項目様式 : 読み取 り 専用
エラー情報の画面です。 以下のエラーコード が表示されます。

エ ラーコー ド 0:No error presence

1:Common line open

2: undetermined

3:#1 element open

4:#1 element short

5:#2 element open

6:#2 element short

7:#3 element open

8:#3 element short

9:#4 element open

10:#4 element short

11:#5 element open

12:#5 element short

13:#6 element open

14:#6 element short

15:#7 element open

16:#7 element short

17:#8 element open

18:#8 element short

19:#9 element open

20:#9 element short

21:#10 element open

22:#10 element short

23:#0 element over range

24:Memory defect (ROM)

25:#11 element open

26:#11 element short

27:#12 element open

28:#12 element short

29:Element exposed (liquid level below #1 element position)

30:undetermined

31:undetermined

32:Low power supply

33:#13 element open

34:#13 element short

35:#14 element open

36:#14 element short

37:#15 element open

38:#15 element short

39:#16 element open

40:#16 element short

41:Memory defect (RAM)

42:Memory defect (EEROM)

43:WB line open

44:WB line short

VH81 Temperature Unit ： 温度単位
項目様式 : 選択
デフ ォル ト : ℃
選択 :C, F, K
温度表示単位を選択する画面です。HART 設定に準じ て、℃ (HART コード : 32), ℉ (HART コード
: 33) 、 K (HART コード : 35) が使用でき ます。 

注意！
温度表示単位の選択は、 NMT539 から応答データに適用されるだけです。 ホス ト ゲージ (NRF590
または NMS5/7) から NMT539 へのデータ伝送は、 ℃だけで行ないます （HART コマン ド 133 の
専門用語）。

VH82 Element Number ： 測温素子数

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :10 (NMT539 変換器タ イプ )
範囲 :1 ～ 16
使用可能な測温素子の入力数です。 この機能は、 おもに NMT539 変換器タ イプで使用し ます。 

5 　 操作および機能説明
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警告！

NMT539 変換器 + 温度プローブタ イプのデフ ォル ト パラ メ ータ を変更し ないで く ださい。 素子数
は顧客選択によ り 事前に決められています。 誤計算または不必要なエラー表示の原因 と な り ま
す。 

VH83 No. of Preambles ： プ リ アンブル数

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :5
範囲 :2 ～ 20

HART 通信で使用するプ リ アンブルの数を設定し ます。 

VH84 Distance Unit ： 距離単位

項目様式 : 選択
デフ ォル ト :mm
選択 :ft., m, inch, mm
レベル表示単位を選択し ます。 VH20" 液面 " および VH50" 水尺 " の表示に適用し ます。 レベル
単位は、 HART 設定に準じ て、 ft. (HART コード : 44), m (HART コード : 45), inch (HART コード : 
47), mm (HART コード : 49) を使用し ます。

VH85 Kind of Interval ： 素子間隔設定
項目様式 : 選択
デフ ォル ト : 等間隔 (NMT539 変換器タ イプ ) 
選択肢 : 等間隔 、 不等間隔
素子間隔を選択する画面です。 こ の機能は NMT 変換器タ イプで使用し ます。

警告！
修理以外で、 NMT 変換器 + 温度プローブタ イプのパラ メ ータ を変更し ないで く ださい。 素子間
隔と各素子位置は工場で 指定されています

VH86 Bottom Point ： 最下点素子位置

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :500mm
範囲 :0mm ～ 99999mm
タ ン ク底から最下端素子 ( 素子 No.1) の位置を入力し ます。 VH85 で " 等間隔 " を選択し た際に
は、 残 り の素子位置が最下端素子位置によ って決定するので素子 No.1 の位置は非常に重要 と な
り ます。

VH87 Element Interval ： 素子間隔

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1000mm (NMT539 変換器タ イプ )
範囲 :0mm ～ 99999mm
等間隔の素子間隔を入力する画面です。 

警告 !
素子間隔の変更、 素子位置の設定は、 平均温度計算の切 り 替え点を再設定するだけで、 物理的な
素子位置は変わ り ません。

VH88 Short Error ： 素子短絡時の出力データ
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : -49.5
範囲 :-49.5 ～ 359.5
選択された素子が短絡時にこのデータが出力されます。
表示形式は VH92 "Error Display Select" で設定でき ます。

VH89 Open Error ： 素子開放時の出力データ
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : 359.0
範囲 :-49.5 ～ 359.5
選択された素子が開放時にこのデータが出力されます。
表示形式は VH92 "Error Display Select" で設定でき ます。

5 　 操作および機能説明
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5.3.10 機器設定 2: VH90 ～ VH99

VH90 Device ID Number ： 機器 ID 番号
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :0 ～ 16777214
NMT539 が HART 通信ループに接続する際に、 機器 ID を識別する ための画面です。 

警告！
機器 ID を変更する場合、 機器 ID と HART ア ド レ スの不適当な組み合わせは通信エラーを起こ
す可能性あ り ます。

VH91 Previous Error ： 以前のエ ラー

項目様式 : 読み取 り
エラー履歴を表示し ます。 エラー メ ッ セージは VH80 の内容と同じです。 

VH92 Error Dis. Sel. ： エ ラー表示選択

項目様式 : 選択
デフ ォル ト :0_OFF
選択 :0_OFF, 1_ON
VH88"Short Error Value" および VH89"Open Error Value" の表示選択

0_OFF:VH88、 VH89 のエラー メ ッ セージは、 ホス ト ゲージには伝送されません。 この機能は、
平均温度演算での不良素子を自動的に排除し ます。

1_ON: エラー メ ッ セージは、 ホス ト ゲージに伝送され、 結果 と し て、 VH88 と VH89 のエラー
コード がホス ト ゲージのデフ ォル ト 画面に表示され、 上位受信器にも伝送されます。

VH93 Custody Mode ： 保税モー ド

項目様式 : 読み取 り
デフ ォル ト : 仕様に応じ て工場で設定

注意！
ハード ウ ェアでの上書き禁止機能は、 メ イ ン CPU 基板にあ り ます （CN3 コネ ク タ）。 

VH94 Polling Address ： ポーリ ングア ド レス
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :2
範囲 :1 ～ 15
HART 通信で使用するポー リ ングア ド レ ス

VH95 Manufacture ID ： 製造者 ID
項目様式 : 読み取 り
デフ ォル ト :17
製造者 ID の画面。 17 ： エン ド レ スハウザー社

VH96 Software Version ： ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン
項目様式 : 読み取 り
実装される ソ フ ト ウ ェアの画面です。

VH97 Hardware Version ： ハー ド ウ ェ アバージ ョ ン
項目様式 : 読み取 り
ハード ウ ェアバージ ョ ンの画面です。

VH98 Below Bottom ：
項目様式 : 選択
デフ ォル ト :0_OFF
選択 :0_OFF, 1_ON
液面が最下点素子位置よ り 下位の場合のエラー表示です。 O_ON が選択された時にエラーコード
"29" が VH80、 VH91 に表示されます。

5 　 操作および機能説明
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VH99 Device Type Code ： 機器コー ド
項目様式 : 読み取 り  
機器タ イプを表示する画面です。
• 184: 温度測定機能
• 185: 水尺測定機能
• 186:T 温度 + 水尺測定機能

5 　 操作および機能説明
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5.4 水尺測定

HART 機器コード  "185" は水尺測定機能専用コード です。 使用でき るパラ メ ータおよび機能は下
記の通 り です。 これらのパラ メ ータの詳細は、 ToF ツールに基づた情報です。 

注意！
HART 機器名称はデフ ォル ト のヘッ ダー位置に表示され、 VH99"Device Type Code" に選択 HART
機器コード が表示されます。

マ ト リ ッ ク ス表記 ：
この章の "VH00" は ToF ツールの表示画面を参照し て く ださ い。 マ ト リ ッ ク ス表記は、 Field 
Care では表示されません。

製品オーダーコード で指定された測温機能機器

測定機能
2: 変換器 + 水尺プローブ

5.4.1 素子位置 : VH40 ～ VH49

VH47 Clear Memory ： メ モ リー消去
項目様式 : 選択
デフ ォル ト : な し (0)
選択 : な し、 消去
マ ト リ ッ ク スパラ メ ータ をデフ ォル ト 設定に戻し ます。

5.4.2 水尺 プ ラ イマ リ およびア ドバンス温度 : VH50 ～ VH59

VH50 Water Level ： 水尺
項目様式 : 読み取 り
測定し た " 水尺 " の表示し ます。

注意！
以下の計算式によ り 演算し た測定値です。

VH50 = ｛(VH52) / (VH63)｝x (VH59) + (VH58)

VH52: 水尺プローブ周波数
VH63: 周波数変化量 / mm
VH59: 水尺プローブの線形フ ァ ク タ
VH58: オフセ ッ ト 値

VH51 Capacitance ： 静電容量

項目様式 : 読み取 り
範囲 :1000mm プローブ : 10 ～ 1000pF
2000mm プローブ : 10 ～ 2200pF
周波数に基づ く 水尺プローブ静電容量の表示 する画面です。

VH52 WB Frequency ： 水尺周波数
項目様式 : 読み取 り
範囲 :1200Hz ～ 4500Hz

水尺プローブ測定周波数の表示する画面です。 

VH57 Sel. Water Span ： 水尺プローブの長さ
項目様式 : 選択
選択 :1000mm, 2000mm, 3000mm
水尺プローブの長さ を選択する画面です。 
注意！
標準 1000mm よ り 短い顧客仕様のプローブ長さ (TSP) は、 1000mm を選択する こ と で適応可能で
す。
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VH58 Offset Water ： 水尺オフセ ッ ト
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :-200 ～ +2000
測定値の水尺オフセ ッ ト を行 う 画面です。 

注意！
〔例〕 測定水尺値が 530mm、 測定検尺値 535mm の場合
VH58 で + 5.000 に入力する と、 常にオフセ ッ ト の測定値 -5mm を補正する こ と ができ ます。

VH59 Water Span ： Water Span 調整
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :11
範囲 :0.1 ～ 99.9
水尺プローブ静電容量の線形調整を行います。 線傾斜の微妙な水尺特性を補正する ために調整し
ます。

5.4.3 水尺調整および操作電力 : VH60 ～ VH69

VH60 Empty Frequency ： 空の周波数
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1200Hz
範囲 :0Hz ～ 9999Hz
水尺プローブが液 ( 油 ) 層 (NMT539 プローブが水層に触れていない状態 ) にあ る場合、 測定周波
数 (VH52 値 ) を入力し ます。 

注意！
工場出荷状態では、 空の周波数と し て、 初期設定値 (0mm 水尺＝ 1200Hz) が設定されています。
再キ ャ リ ブレーシ ョ ンを実際の条件で要求された場合、 手動で検尺し た界面 ( 油と水 ) を記録す
るか、 他の測定方法で "Empty Frequency" を行います。
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VH61 Full Frequency ： 満杯の周波数
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :4500Hz
範囲 :0 ～ 9999Hz

300mm 以上の水界面を検知する場合、 測定周波数 (VH52 値 ) を入力し ます。 

注意！
工場出荷状態では満杯の周波数と し て、 初期設定 (1000mm 水尺 = 4500Hz) が設定されています。
再キ ャ リ ブレーシ ョ ンを実際の条件で要求された場合、 手動で検尺し た界面 ( 油と水 ) を記録す
るか、 他の測定方法で "Full Frequency" を行います。 

VH62 Probe Length ： 水尺プローブの長さ

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1000mm または 2000mm
範囲 :1mm ～ 9999mm
水尺プローブキ ャ リ ブレーシ ョ ン距離 ( 長さ ) を入力する画面です。 実際の測定範囲は物理的な
プローブ長さによ り 決定されますが、 使用可能なプローブ長さは、 現地での再キ ャ リ ブレー
シ ョ ンの初期値と は異な可能性があ り ます。

注意！

プローブ長さの初期設定は 1000mm または 2000mm にな り ます。 工場でのキ ャ リ ブレーシ ョ ンに
は、 VH60 "Empty Frequency" で完全な無水状態 ( 水尺 ： 0mm) を設定し、 かつ VH 63 "Water 
Factor" で ブローブ 線形性を指定し、 VH61 "Full Frequency" で完全に水中状態 (1000mm または
2000mm 以上の水尺 ) を設定する方法を利用し ています。

NM T 539

液層（油）

界面(油および水)

測
定
範
囲
：1
00
0m
m

水層
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数式 : (VH61 - VH60) / VH62 = VH63
工場初期設定の例 : 
• VH60 = 1200Hz (Water I/F = 0mm) 
• VH61 = 4500Hz (Water I/F = 1000mm)
• VH62 = 1000mm
• VH63 = 3.3Hz

(4500Hz -1200Hz) / 1000mm = 3.3Hz / 1mm
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運転中タ ン クの現地での再キャ リ ブレーシ ョ ン 
運転中のタ ン ク での再キ ャ リ ブレーシ ョ ンは、 別の用具を用いて水尺を決定するので数工程が

必要と な り ます。 2 箇所の異なる水層を手動で検尺する こ と によ り 、 水尺プローブキ ャ リ ブレー

シ ョ ン距離 〔VH62 Probe Length〕 が以下のよ う に演算でき ます。 .

950mm - 500mm = 450mm

運転中のタ ン ク での再キ ャ リ ブレーシ ョ ン し た時の水尺プローブ リ ニア リ テ ィ

(3000Hz - 1500Hz) / 450 = 3.33Hz / 1mm

• VH60 Empty Frequency: 1500Hz
• VH61 Full Frequency: 3000Hz
• VH62 Probe Length: 450mm
• VH63 Water Factor: 3.33Hz

警告 !

水尺プローブ リ ニア リ テ ィ は、 実際のタ ン ク状態では初期状態 と は異なる可能性があ り ます。

液体特性 ( 油と水両方 ) やタ ン ク内の温度および周囲環境によ り 、 プローブ リ ニア リ テ ィ に大き

な影響を与えます。 
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VH63 Water Factor ： 単位液位あた りの周波数
項目様式 : 読み取 り
Hz( 周波数 ) 単位で 1mm ご と の液体運動を水尺プローブ リ ニア リ テ ィ で表示し、 以下の数式よ
り 演算し ます。

(VH61 "Full Frequency" - VH60 "Empty Frequency") / VH62 "Probe Length" = VH63 "Water 
Factor."

注意！

一度、 与え られたパラ メ ータ、 実際の水尺測定によ り 決定し た Water Factor によ り 、 検出周波数
から、 距離変化を演算する こ と ができ ます。

VH68 Output Current ： 出力電流
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト ： 6mA の時 16000
範囲 :0 ～ 65535
NMT539 の消費電流を調整し ます。 この機能では HART 通信ループ内 の過電流を抑制する ため
に、 設定し たパラ メ ータに基づき NMT539 の消費電力を制限し ます。 通常、 測温機能付の
NMT539 は消費電流の 6ｍA 以内で稼動させます。 テス ターを使用し てループ内の電流をチェ ッ
ク し、 少量の電流消費で NMT539 を稼動させます。

VH69 Ref Voltage ： 基準電圧
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :10
範囲 :0 ～ 255
電力供給の障害ア ラームを引き出すパラ メ ータです。 正常な稼動状態での NMT539 は、 15VDC
以上供給電圧で HART 通信ループを介し て稼動し ます。 消費電圧が 15VDC 以下に下がった場合
には、 エラー メ ッ セージを伝送し ます。
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5.4.4 温度調整 : VH70 ～ VH79

VH79 Protect Code ： アクセス コー ド
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :0 ～ 999
ア ク セス コード 530 で選択および書き込み可能。

5.4.5 機器設定 1: VH80 ～ VH89

VH80:Present Error ： エ ラー情報
項目様式 : 読み取 り 専用
エラー情報の画面です。 以下のエラーコード が表示されます。

エ ラーコー ド 0:No error presence

1:Common line open

2: undetermined

3:#1 element open

4:#1 element short

5:#2 element open

6:#2 element short

7:#3 element open

8:#3 element short

9:#4 element open

10:#4 element short

11:#5 element open

12:#5 element short

13:#6 element open

14:#6 element short

15:#7 element open

16:#7 element short

17:#8 element open

18:#8 element short

19:#9 element open

20:#9 element short

21:#10 element open

22:#10 element short

23:#0 element over range

24:Memory defect (ROM)

25:#11 element open

26:#11 element short

27:#12 element open

28:#12 element short

29:Element exposed (liquid level below #1 element position)

30:undetermined

31:undetermined

32:Low power supply

33:#13 element open

34:#13 element short

35:#14 element open

36:#14 element short

37:#15 element open

38:#15 element short

39:#16 element open

40:#16 element short

41:Memory defect (RAM)

42:Memory defect (EEROM)

43:WB line open

44:WB line short

H83 No. of Preambles ： プ リ アンブル数
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :5
範囲 :2 ～ 20
HART 通信で使用するプ リ アンブルの数を設定し ます。 
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H84 No. of Preambles ： 距離単位
項目様式 : 選択
デフ ォル ト :mm
選択 :ft., m, inch, mm
レベル表示単位を選択する画面です。 VH20" 液面 " および VH50" 水尺 " の表示に適用し ます。
レベル単位は、 HART 設定に準じ て、 ft. (HART コード : 44), m (HART コード : 45), inch (HART 
コード : 47), mm (HART コード : 49) を使用し ます。

5.4.6 機器設定 2: VH90 ～ VH99

VH90 Device ID Number ： 機器 ID 番号
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :0 ～ 16777214
NMT539 が HART 通信ループに接続する際に、 機器 ID を識別する ための画面です。 

警告！
機器 ID を変更する場合、 機器 ID と HART ア ド レ スの不適当な組み合わせは通信エラーを起こ
す可能性あ り ます。

VH91 Previous Error ： 以前のエ ラー

項目様式 : 読み取 り
エラー履歴を表示し ます。 エラー メ ッ セージは VH80 の内容と同じです。 

VH93 Custody Mode ： 保税モー ド

項目様式 : 選択
保税用ジ ャ ンパーコネ ク タ設定状態を確認する画面です。

注意！
ハード ウ ェアでの上書き禁止機能は、 メ イ ン CPU 基板にあ り ます （CN3 コネ ク タ）。

VH94 Polling Address ： ポーリ ングア ド レス
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :2
範囲 :1 ～ 15
HART 通信で使用するポー リ ングア ド レ ス

VH95 Manufacture ID ： 製造者 ID
項目様式 : 読み取 り
デフ ォル ト :17
製造者 ID の画面。 17 ： エン ド レ スハウザー社

VH96 Software Version ： ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン
項目様式 : 読み取 り
実装される ソ フ ト ウ ェアを表示する画面です。

VH97 Hardware Version ： ハー ド ウ ェ アバージ ョ ン
項目様式 : 読み取 り
現存するハード ウ ェアバージ ョ ンを表示する画面です。

VH99 Device Type Code ： 機器コー ド
項目様式 : 読み取 り  
機器タ イプを表示する画面です。
・ 184: 温度測定機能
・ 185: 水尺測定機能
・ 186:T 温度 + 水尺測定機能

5 　 操作および機能説明



プロサーモ NMT 539

40 Endress+Hauser

5.5 温度測定および水尺測定

HART 機器コード "186" は、 全て一体化し た NMT539 の温度測定および水尺測定機能用に使用し
ます。 利用可能なパラ メ ータ と機能は以下の とお り です。 これらのパラ メ ータの詳細は、 ToF
ツールに基づた情報です。 

注意！
HART 機器名称は、 デフ ォル ト のヘッ ダー位置に表示され、 VH99"Device Type Code" にて 選択
HART 機器コード が ToF ツールの表示画面に現れます。

マ ト リ ッ ク ス表記 ：
この章の "VH00" は ToF ツールの表示画面を参照し て く ださ い。 マ ト リ ッ ク ス表記は、 Field 
Care では表示されません。

製品オーダーコード で指定された温度測定および水尺測定機能機器

測定機能
3: 変換器 + 温度 プローブ + 水尺プローブ
5: 変換器 + 温度 プローブ + 水尺プローブ (W&M 認定 )

5.5.1 プ ラ イマ リーバリ ュー : VH00 ～ VH09

VH00 Liquid Temp ： 平均液温度

項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 :-200 ℃ ～ 240 ℃

注意！
液層平均温度の表示
液層平均温度液を計算するために必要な液面測定値は、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  FMR シ リ ーズ ( タ
ン ク サイ ド モニタ を介し て ) またはプロサーボ NMS5 シ リ ーズ よ り 供給されます。

VH01 Gas Temp ： 平均ガス温度
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 :-200°C ～ 240°C
測定し たガス ( 気体 ) 層の平均温度を表示 

注意！
ガス層平均温度を計算するために必要なガス層計測値は、 マイ ク ロパイ ロ ッ ト  FMR シ リ ーズ (
タ ン ク サイ ド モニタ を介し て ) またはプロサーボ NMS5 シ リ ーズ よ り 供給されます。

VH02 Measured Distance ： 液位
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 : 0mm ～ 99999mm
レベルゲージによ り 設定された タ ン ク内の液位を表示し ます。
手動液位入力、 要求液位の直接入力も機器テス ト と し て使用可能です。

VH07 Temperature 0 ： 素子ゼロ温度
測温抵抗体の温度変換が正し く 実行されているか確認し ます。 許容範囲は ±1.0 ℃ (±33.8 ℉ ) で
す。 

VH09 Temperature 17 ： 素子 17 温度
項目様式 : 読み取 り 専用
測温抵抗体の温度変換が正し く 実行されているか確認し ます。 許容範囲の参考値は ±175.9 ℃

（348.62 ℉） です。 
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5.5.2 測温素子 1: VH10 ～ VH19

VH10 ～ 19 Temperature 1 ～ 10 ： 温度
項目様式 : 読み取 り
範囲 :-200 ℃～ 240 ℃
個々の測温素子を表示する画面です。

5.5.3 測温素子 2: VH20 ～ VH29

VH20 ～ 25 Temperature 11 ～ 16 ： 素子 11-16 温度
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 :-200 ℃ ～ 240 ℃

個々の測定素子温度を表示し ます。 

VH26 Selec. Ave Method ： 平均温度演算方式
項目様式 : 選択
選択 : 標準、 ア ド バン ス
平均温度演算方法を選択し ます。 

標準 : 標準演算方式 ： タ ン ク形状に関係な く 、 以下の数式に従って平均温度演算を行います。 ( 例 : 液
温度 )

数式 :(T1 + T2 + T3) / 液層の素子数 
= 平均温度 (3.5°C + 3.0 ℃ + 2.0 ℃ ) / 3 = 2.83 ℃ア ドバンス : 

不均衡な体積配分の補正係数を加えて平均温度演算を行います。 　 　 　 　 　 　 　 　 　

( 例 : 液温度 )

数式 : (T1*V1 + T2*V2 + T3*V3) / (V1 + V2 + V3) = 平均温度

注意！
V = 追加体積フ ァ ク タ と関連し たパラ メ ータは、 VH53、 54、 55 で決定されます。
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(3.5°C x 2 + 3.0°C x 3 + 2.0°C x 4) / (2 + 3 + 4) = 2.67°C

VH27 Multi Spot Type ： マルチスポ ッ ト タ イプ

項目様式 : 選択
選択 : スポ ッ ト 、 マルチ
温度プローブ中の素子配列を選択、 主に NMT539 変換器タ イプは、 NMT539 以外の平均温度プ
ローブを接続する際はこの機能が必要と な り ます。

警告！
一方、 NMT539 変換器 + 温度プローブタ イプは、 常に " スポ ッ ト " 素子配列が必要です。 パラ
メ ータ " マルチ " を選択する と、 正し く 演算でき ません。

い く つかの素子 ( 抵抗と材質） がプローブ中の各入力ケーブルに 設置された場合 ： 　 液層の素
子温度値の合計および素子数の合計に基づき平均温度を演算を行います。
.

マルチ ：
各入力ケーブルに不均等の長さの素子が設置された場合 ：
液層に沈んだ素子の う ちで、 液面に最も近い液層の素子温度を平均温度 と見な し ます。
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VH28 Lower Limit ： 素子温度下限値
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト ： -20.5 ℃
範囲 ： -999.9 ℃ ～ 999.9 ℃
素子温度下限値。 素子短絡判定の基準値に使用されます。

VH29 Upper Limit ： 素子温度上限値
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : +245 ℃
範囲 : -999.9 ℃～ 999.9 ℃
素子温度上限値。 素子開放判定の基準値に使用されます。

5.5.4 素子位置 1: VH30 ～ VH39

VH30 ～ VH39 Position 1 ～ 10 ： 素子位置 1 ～ 10
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
範囲 :0mm ～ 99999mm
タ ン ク底からの素子位置
VH85 で素子間隔の "Even" を選択し た場合、 自動的に演算を行います。 "Not Even" を選択し た
場合には、 全素子位置を手動で入力し ます。

5.5.5 素子位置 2: VH40 ～ VH49

VH40 ～ VH45 Position 11 ～ 16 ： 素子位置 11 ～ 16
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
範囲 :0mm ～ 99999mm
タ ン ク底からの素子位置
VH85 で素子間隔の "" を選択し た場合、 自動的に演算を行います。 "Not Even" を選択し た場合
には、 全素子位置を手動で入力し ます。
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VH46 Hysterese Width ： ヒ ステ リ シス幅
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :10mm
範囲 :0mm ～ 99999mm
素子切替位置 ヒ ステ リ シス
オフセ ッ ト 値と し て入力された ヒ ステ リ シスは、 変動する液表面状態よ るハンチングを抑制す
る機能があ り 変動幅によ り 変更し ます。

VH47 Clear Memory ： メ モ リ消去
項目様式 : 選択
デフ ォル ト : な し (0)
選択 ： な し、 消去
マ ト リ ッ ク スパラ メ ータ をデフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト し ます。

VH48 Gas Offset ： ガスオフセ ッ ト
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :300mm
範囲 :0mm ～ 99999mm
ガス層の素子がこの範囲内 （下図参照） にあ る場合、 ガス温度の平均計算には使用されません。

VH49 Liquid Offset ： 液オフセ ッ ト
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : 300mm
範囲 :0mm ～ 99999mm
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液中の素子がこの範囲内 （下図参照） にあ る時、 液温度の平均計算には使用されません。

5.5.6 水尺プ ラ イマ リ およびア ドバンス温度 : VH50 ～ VH59

VH50 Water Level ： 水尺
項目様式 : 読み取 り
測定し た " 水尺 " の表示です。

注意！
以下の計算式によ り 演算し た測定値です。

VH50 = {(VH52) / (VH63)} x (VH59) + (VH58)

VH52: 水尺プローブ周波数
VH63: 周波数変化量 / mm
VH59: 水尺プローブの線形フ ァ ク タ
VH58: オフセ ッ ト 値

VH51 Capacitance ： 静電容量

項目様式 : 読み取 り
範囲 :1000mm プローブ : 10 ～ 1000pF
2000mm プローブ : 10 ～ 2200pF
周波数に基づ く 水尺プローブ静電容量の表示 する画面です。

VH52 WB Frequency ： 水尺周波数
項目様式 : 読み取 り
範囲 :1200Hz ～ 4500Hz

水尺プローブ測定周波数の表示する画面です。 

VH53 Element Point ： 素子位置
項目様式 : 選択
デフ ォル ト : 0 
選択 :0 ～ 15 ( 素子 No.1 = 0, 素子 No.16 = 15)
VH26 で " ア ド バン ス " 平均温度演算用の素子数を選択し ます。 選択し た素子位置は VH54" 素
子位置 " に表示され、 VH55" 素子体積 " で追加体積フ ァ ク タ を変更する こ と ができ ます。

VH54 Element Position ： 素子位置
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 : 0m ～ 99999mm

VH53 で選択し た素子位置を表示し ます。 

5 　 操作および機能説明



プロサーモ NMT 539

46 Endress+Hauser

VH55 Element Volume ： 素子体積
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
範囲 :1 ～ 99999.9
VH53 で選択し た素子の追加体積フ ァ ク タ を設定し ます。 追加体積はア ド バン ス平均温度演算用
に個別の素子を追加でき ます （詳細は VH26" 平均温度演算方式 " を参照）。

VH57 Sel. Water Span : 水尺プローブの長さ選択
項目様式 : 選択
選択 :1000mm, 2000mm, 3000mm

水尺プローブの長さ を選択し ます。 

注意！
標準 1000mm よ り 短い客先仕様のプローブ長さ (TSP) は、 1000mm を選択する と適応

VH58 Offset Water ： 水尺オフセ ッ ト
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :-200 ～ +2000

測定値の水尺オフセ ッ ト を行 う 画面です。 

注意！

〔例〕 測定水尺値が 530mm、 測定検尺値 535mm の場合
VH58 で +5.000 に入力する と、 常にオフセ ッ ト の測定値 +5mm を補正する こ と ができ ます。

VH59 Water Span ： Water Span 調整
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :11
範囲 :0.1 ～ 99.9
水尺プローブ静電容量の線形調整を行 う 画面です。 線形の微妙な水尺特性を補正するために調整
し ます。

5.5.7 水尺調整および稼動電力

VH60 Empty Frequency ： 空の周波数
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1200Hz
範囲 :0Hz ～ 9999Hz
水尺プローブが液 ( 油 ) 層 (NMT539 プローブが水層に触れていない状態 ) にあ る場合、 測定周波
数 (VH52 値 ) を入力し ます。 

5 　 操作および機能説明



プロサーモ NMT 539

Endress+Hauser 47

注意！
工場出荷状態では、 空の周波数と し て初期設定 (0mm 水尺＝ 1200Hz) が設定されています。 再
キ ャ リ ブレーシ ョ ンを実際の条件で要求された場合、 手動で検尺し た界面 ( 油と水 ) を記録する
か、 他の測定方法で "Empty Frequency" を行います。

VH61 Full Frequency ： 満杯の周波数
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :4500Hz
範囲 :0 ～ 9999Hz

300mm 以上の水界面を検知する場合、 測定周波数 (VH52 値 ) を入力し ます。 

NM T 539

液層（油）

界面(油および水)

測
定
範
囲
：1
00
0m
m

水層
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注意！

工場出荷状態では、 満杯の周波数し て初期設定 (1000mm 水尺 = 4500Hz) が設定されています。
再キ ャ リ ブレーシ ョ ンを実際の条件で要求された場合、 手動で検尺し た界面 ( 油と水 ) を記録す
るか、 他の測定方法で "Full Frequency" を行います。 

VH62 Probe Length ： 水尺プローブの長さ

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1000mm または 2000mm
範囲 :1mm ～ 9999m
水尺プローブキ ャ リ ブレーシ ョ ン距離 ( 長さ ) を入力する画面です。 実際の測定範囲は物理的な
プローブ長さによ り 決定されますが、 使用可能なプローブ長さは、 現地での再キ ャ リ ブレー
シ ョ ンの初期値と は異なる こ と があ り ます。

注意！
プローブ長さの初期設定は 1000mm または 2000mm にな り ます。 工場でのキ ャ リ ブレーシ ョ ンに
は、 VH60 "Empty Frequency" で完全な無水状態 ( 水尺 ： 0mm) を設定し、 かつ VH 63 "Water 
Factor" で ブローブ リ ニア リ テ ィ フ ァ ク タ を指定し、 VH61 "Full Frequency" で完全な水中状態
(1000mm または 2000mm 以上の水尺 ) を設定する方法を利用し ています。

式 : (VH61 - VH60) / VH62 = VH63
工場初期設定の例 : 
• VH60 = 1200Hz (Water I/F = 0mm) 
• VH61 = 4500Hz (Water I/F = 1000mm)
• VH62 = 1000mm
• VH63 = 3.3Hz

(4500Hz -1200Hz) / 1000mm = 3.3Hz / 1mm
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運転中タ ン クの現地での再キャ リ ブレーシ ョ ン 
運転中のタ ン ク での再キ ャ リ ブレーシ ョ ンは、 別の用具を用いて水尺を決定するので数工程が
必要と な り ます。 2 箇所の異なる水層を手動で検尺する こ と によ り 、 水尺プローブキ ャ リ ブレー
シ ョ ン距離 〔VH62 Probe Length〕 が以下のよ う に演算でき ます。

950mm - 500mm = 450mm

稼動タ ン ク の再キ ャ リ ブレーシ ョ ン し た時の水尺プローブ リ ニア リ テ ィ

(3000Hz - 1500Hz) / 450 = 3.33Hz / 1mm

• VH60 Empty Frequency: 1500Hz
• VH61 Full Frequency: 3000Hz
• VH62 Probe Length: 450mm
• VH63 Water Factor: 3.33Hz

警告 !
水尺プローブ リ ニア リ テ ィ は、 実際のタ ン ク状態での初期状態 と は異なる可能性があ り ます。
液体特性 ( 油と水両方 ) やタ ン ク内の温度および周囲環境によ り 、 プローブ リ ニア リ テ ィ に大き
な影響を与えます。 
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VH63 Water Factor ： 単位液位あた りの周波数
項目様式 : 読み取 り
Hz( 周波数 ) 単位で 1mm ご と の液体運動を水尺プローブ リ ニア リ テ ィ で表示し、 以下の数式よ
り 演算し ます。

(VH61 "Full Frequency" - VH60 "Empty Frequency") / VH62 "Probe Length" = VH63 "Water 
Factor."

注意！
一度、 与え られたパラ メ ータ、 実際の水尺測定によ り 決定し た Water Factor によ り 検出周波数か
ら、 距離変化を演算する こ と ができ ます。

VH67 Common Voltage ： コ モン電圧
項目様式 : 読み取 り 専用
範囲 :0 ～ 255 (0 ～ 3V)
温度素子ラ イ ン ( 両信号およびコモン ) の運転電圧を表示し ます。 コモン ラ イ ンの電圧 (0 ～ 3V)
を表示する際は、 0 ～ 255 の範囲に変換されます。

VH68 Output Current ： 出力電流
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト ： 6mA で 16000
範囲 :0 ～ 65535
NMT539 の消費電流を調整し ます。 この機能では HART 通信ループ内 の過電流を抑制する ため
に、 設定し たパラ メ ータに基づき NMT539 の消費電力を制限し ます。 通常、 測温機能付の
NMT539 は消費電流の 6ｍA 以内で稼動させます。 テス ターを使用し てループ内の電流をチェ ッ
ク し、 少量の消費電流で NMT539 を稼動させます。

VH69 Ref Voltage ： 基準電圧
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :10
範囲 :0 ～ 255
電力供給の障害ア ラームを引き出すパラ メ ータです。 正常な稼動状態での NMT539 は、 15VDC
以上の供給電圧で HART 通信ループを介し て稼動し ます。 消費電圧が 15VDC 以下に下がった場
合には、 エラー メ ッ セージを伝送し ます。
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5.5.8 温度調整 : VH70 ～ VH79

VH70 Element Select ： 素子番号指定
項目様式 : 選択
範囲 :0 ～ 19
温度調整を行 う 素子番号を選択し ます。 ( 素子 0 -15 = 素子 1-16, 19 = 基準 100Ω 抵抗 ). このマ ト
リ ッ ク スで選択し た素子の値と パラ メ ータの詳細は、 次の通 り です。 
VH73 "Temperature X"
VH74 "Position X"
VH75 "Resistance X"
VH76 "Resistance Adj"

VH71 Zero Adjust ： 素子温度ゼロ調整
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :-1000.0 ～ 1000.0
VH70 で選択し た個々の素子のゼロ調整を行います。 基準温度計 と比較し て測定温度値が微妙な
補正値を表示し た時には、 読込み値を調整でき ます。

注意！

素子 No.2 は 25.4 ℃を表示し、 標準温度計は 25.2 ℃を表示し た場合、 こ のマ ト リ ッ ク スに -0.2
を設定し、 設定後、 素子 No.2 は実際の測定値を基準し た補正値が -0.2 ℃と な り ます。

VH72 Adjust Span ： 素子温度スパン調整

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1
範囲 :0.8 ～ 1.2
実装された全温度素子に対し てスパン調整が適用されます。 この補正値が実際の測定値に掛け
算されます。

VH73 Temperature X ： 温度 X
項目様式 : 読み取 り 専用
VH70 で選択し た素子の温度。 VH10 ～ VH25 で表示し た各素子温度も表示されます。 その値は、
以下の計算式に基づいて計算されています。

VH73: "Temperature X" = raw element temperature x span (VH72) + zero offset (VH71)

VH74 Position X ： 素子位置

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
範囲 :0mm ～ 99999mm
VH70 で選択し た素子の位置。 VH85 で " 不等間隔 " を選択し た場合には、 各素子位置を こ こか
ら設定でき ます。

VH75 Resistance X ： 素子抵抗
項目様式 : 読み取 り 専用
VH70 で選択し た素子の抵抗。

VH76 Resistance Adj. ： 素子抵抗調整
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : 0
範囲 :-1000.0 ～ 1000.0
VH70 で選択し た素子の抵抗調整。 微妙な抵抗調整が読込み値で設定でき ます。
注意！
同じ環境条件において、 選択し た素子 No.5 が 100.3Ω を表示し、 基準高精度抵抗器が 100Ω を
示し た場合、 このマ ト リ ッ ク スでは、 "-0.3" が設定し ます。 現在、 素子 No.5 は実際の測定値を
基準に補正値は -0.3Ω と な り ます。 VH76 でこの設定を行ないます と全素子に反映されので、
慎重に行なって く ださい。

VH77 Element Type ： 素子タ イプ

項目様式 : 選択
選択 :Pt100, Cu90, Cu100, PtCu100, JPt100
他社製の平均温度プローブ と NMT539 変換器タ イプの接続の場合に、 素子変換式を選択し ます。

警告！
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NMT539 変換器 + 温度プローブバージ ョ ンの場合、 " スポ ッ ト " 素子配列は常に "Pt100" 素子で
構成し ます。 これらのパラ メ ータ を変更し ないで く ださい。

素子変換
数式 :

Pt100 (formula above 0°C):R = -0.580195 x 10-4 x T2 + 0.390802 x T +100
Pt100 (formula below 0°C):R = -4.2735 x 10-10 x T4 + 4.273 x 10- 8 x T³ - 0.58019 x 10- 4 x T² + 3.90802 x T + 100 
Cu90:R = 0.3809 x T + 90.4778
Cu100:R = 0.38826 x T + 90.2935
PtCu100:R = 3.3367 x 10-7 x T3 - 2.25225 x 10-5 x T2 +0.38416 x T + 100.17
JPt100:

VH78 Average Number ： サンプ リ ング数
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1
範囲 ： 1 ～ 10
本体回路上に搭載する基準抵抗を含む温度素子全ての抵抗値のサンプ リ ング回数を変更でき ま
す。

警告！
サンプ リ ング回数の増加で確実な計測が可能 と な り ますが機器全体のスキ ャ ン時間が遅 く な り
ます。
素子選択周期 ： 約 2 秒 / 素子、 21 サンプ リ ング最大素子数 ( 素子数 ： 16 　 内部基準抵抗 ： 5)

NH79 Protect Code ： ア クセスコー ド

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :0 ～ 999
ア ク セス コード 530 で選択および書き込み可能。
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5.5.9 機器設定 1: VH80 ～ VH89

VH80:Present Error ： エ ラー情報
項目様式 : 読み取 り 専用
エラー情報の画面です。 以下のエラーコード が表示されます。

エ ラーコー ド 0:No error presence
1:Common line open
2: undetermined
3:#1 element open
4:#1 element short
5:#2 element open
6:#2 element short
7:#3 element open
8:#3 element short
9:#4 element open
10:#4 element short
11:#5 element open
12:#5 element short
13:#6 element open
14:#6 element short
15:#7 element open
16:#7 element short
17:#8 element open
18:#8 element short
19:#9 element open
20:#9 element short
21:#10 element open
22:#10 element short
23:#0 element over range
24:Memory defect (ROM)
25:#11 element open
26:#11 element short
27:#12 element open
28:#12 element short
29:Element exposed (liquid level below #1 element position)
30:undetermined
31:undetermined
32:Low power supply
33:#13 element open
34:#13 element short
35:#14 element open
36:#14 element short
37:#15 element open
38:#15 element short
39:#16 element open
40:#16 element short
41:Memory defect (RAM)
42:Memory defect (EEROM)
43:WB line open
44:WB line short

VH81 Temperature Unit ： 温度単位
項目様式 : 選択
デフ ォル ト :°C
選択 :C, F, K
温度表示単位を選択する画面です。HART 設定に準じ て、℃ (HART コード : 32), 　 　 　 ℉ (HART 
コード : 33) 、 K (HART コード : 35) が使用でき ます。 

注意！
温度表示単位の選択は、 NMT539 から応答データ をに適用されるだけです。 ホス ト ゲージ
(NRF590 または NMS5/7) から NMT539 へのデータ伝送は、 ℃だけで行ないます （HART コマン
ド 133 の専門用語）。

VH82 Element Number ： 温度素子数

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :10 (NMT539 変換器タ イプ )
範囲 :1 ～ 16
使用可能な温度素子の入力数です。 この機能は、 主に NMT539 変換器タ イプで使用し ます。 
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警告！
NMT539 変換器 + 温度プローブタ イプのデフ ォル ト パラ メ ータ を変更し ないで く ださい。 素子数
は顧客選択によ り 事前に決められています。 誤計算または不必要なエラー表示の原因 と な り ま
す。 

VH83 No. of Preambles ： プ リ アンブル数

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :5
範囲 :2 ～ 20
HART 通信で使用するプ リ アンブルの数を設定し ます。 

VH84 Distance Unit ： 距離単位

項目様式 : 選択
デフ ォル ト :mm
選択 :ft., m, inch, mm
レベル表示単位を選択する画面です。 VH20" 液面 " および VH50" 水尺 " の表示に適用し ます。
レベル単位は、 HART 設定に準じ て、 ft. (HART コード : 44), m (HART コード : 45), inch (HART 
コード : 47), mm (HART コード : 49) を使用し ます。

VH85 Kind of Interval ： 素子間隔設定
項目様式 : 選択
デフ ォル ト : 等間隔 (NMT539 変換器タ イプ ) 
選択肢 : 等間隔 、 不等間隔
素子間隔を選択する画面です。 こ の機能は NMT 変換器タ イプで使用し ます。

警告！

修理以外で、 NMT 変換器 + 温度プローブタ イプのパラ メ ータ を変更し ないで く ださい。 素子間
隔と各素子位置は工場で設定されています

VH86 Bottom Point ： 最下点素子位置

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :500mm
範囲 :0mm ～ 99999mm
タ ン ク底から最下端素子 ( 素子 No.1) の位置を入力し ます。 VH85 で "Even Interval" を選択し た
際には、 残 り の素子位置が最下端素子位置によ り て決定されるので素子 No.1 の位置は非常に重
要と な り ます。

VH87 Element Interval ： 素子間隔

項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :1000mm (NMT539 変換器タ イプ )
範囲 :0mm ～ 99999mm
等間隔の素子間隔を入力する画面です。 

警告 !

素子間隔の変更、 素子位置の設定は、 平均温度計算の切 り 替え点を再設定するだけで、 物理的な
素子位置は変わ り ません。

H88 Short Error ： 素子短絡時の出力データ
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : -49.5
範囲 :-49.5 ～ 359.5
選択された素子が短絡時にこのデータが出力されます。
表示形式は VH92 "Error Display Select" で設定でき ます。

VH89 Open Error ： 素子開放時の出力データ
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト : 359.0
範囲 :-49.5 ～ 359.5
選択された素子が開放時にこのデータが出力されます。
表示形式は VH92 "Error Display Select" で設定でき ます。
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5.5.10 機器設定 2: VH90 ～ VH99

VH90 Device ID Number ： 機器 ID 番号
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :0
範囲 :0 ～ 16777214
NMT539 が HART 通信ループに接続する際に、 機器 ID を識別する ための画面です。 

警告！
機器 ID を変更する場合、 機器 ID と HART ア ド レ スの不適当な組み合わせは通信エラーを起こ
す可能性あ り ます。

VH91 Previous Error ： 以前のエ ラー

項目様式 : 読み取 り
エラー履歴を表示し ます。 エラー メ ッ セージは VH80 の内容と同じです。

VH92 Error Dis. Sel. ： エ ラー表示選択

項目様式 : 選択
デフ ォル ト :0_OFF
選択 :0_OFF, 1_ON
VH88"Short Error Value" および VH89"Open Error Value" の表示選択

0_OFF:VH88、 VH89 のエラー メ ッ セージは、 ホス ト ゲージには伝送されません。 こ の機能は、
平均温度演算での不良素子を自動的に排除し ます。

1_ON: エラー メ ッ セージは、 ホス ト ゲージに伝送され、 結果と し て、 VH88 と VH89 のエラー

コード がホス ト ゲージのデフ ォル ト 画面に表示され、 上位受信器にも伝送されます。

VH93 Custody Mode ： 在庫モー ド

項目様式 : 読み取 り
デフ ォル ト : 仕様に応じ て工場で設定

注意！
ハード ウ ェアでの上書き禁止機能は、 メ イ ン CPU 基板にあ り ます （CN3 コネ ク タ）。

VH94 Polling Address ： ポーリ ングア ド レス
項目様式 : 読み取 り 、 書き込み
デフ ォル ト :2
範囲 :1 ～ 15
HART 通信で使用するポー リ ングア ド レ ス

VH95 Manufacture ID ： 製造者 ID
項目様式 : 読み取 り
デフ ォル ト :17
製造者 ID の画面。 17 ： エン ド レ スハウザー社

VH96 Software Version ： ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン
項目様式 : 読み取 り
実装される ソ フ ト ウ ェアの画面です。

VH97 Hardware Version ： ハー ド ウ ェ アバージ ョ ン
項目様式 : 読み取 り
ハード ウ ェアバージ ョ ンの画面です。

VH98 Below Bottom ：
項目様式 : 選択
デフ ォル ト :0_OFF
選択 :0_OFF, 1_ON
液面が最下点素子位置よ り 下位の場合のエラー表示です。 0_ON が選択された時にエラーコード
"29" が VH80、 VH91 に表示されます。
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VH99 Device Type Code ： 機器コー ド
項目様式 : 読み取 り  
機器タ イプを表示する画面です。
• 184: 温度測定機能
• 185: 水尺測定機能
• 186:T 温度 + 水尺測定機能

5 　 操作および機能説明
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6 メ ンテナンス

6.1 メ ンテナンス

プロサーモ NMT539 平均温度 + 水尺機器 は、 特別な メ ンテナン スは必要 v あ り ません。

外装洗浄
NMT539 を ク リ ーニングする際は、 通常ハウ ジングやシールを傷つけない洗浄剤を使用し て く
ださい。

6.2 修理

エン ド レ ウハウザー社の修理コ ンセプ ト では、 測定機器がモジュール方式の設計を採用し た も
のであ り 、 かつ、 お客様がご自身で修理を行え る もの と仮定されています。
スペアーパーツは、 適切なキ ッ ト に収められています。
弊社に発注でき る修理用 「スペアーパーツ」 の項にすべて リ ス ト されています。
サービ スおよびスペアパーツの詳細については、 弊社のサービ ス部門にお問合せ く ださい。

6.3 Ex 認定機器の修理

Ex 認定機器の修理を行 う と きには、 以下の事柄に注意し て く ださい。
･ 訓練を積んだ作業員も し く はエン ド レ スハウザー社のサービ ス部門以外は、 Ex 認定機器の修

理を行 う こ と ができ ません。
･ 普及し ている基準、 防爆関係の国内規制、 セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン (XA)、 および認定

証に準拠し て く ださい。
･ エン ド レ スハウザー社純正のスペアーパーツのみご使用 く ださ い。
･ スペアーパーツを発注する際には、 ネームプレー ト にあ る機器の仕様コード をご確認 く ださ

い。 必ず仕様コード に対応し た部品に交換し て く ださい。
･ 修理は、 指示に従って行って く ださい。 修理の完了時には、 当該機器に対し て所定のルーチ

ンテス ト を実施し て く ださい。
･ 認定機器を別種の認定機器に改変でき るのはエン ド レ スハウザー社だけです。
･ 全ての修理作業および改変を文書化し て く ださい。

6.3.1 交換

基盤交換完了後、 適切な操作を維持するために、 交換し た新基盤に手入力でパラ メ ータ を再入
力する必要があ り ます。 測定は新設定にし な く て も続行でき ます。

電気機器の交換後は、 以下のマ ト リ ッ ク スパラ メ ータ をご確認 く ださい。

ToF Tool GVH 内容

----- 443 レベルセン タ ク

50 ～ 59 450-459 ソ シ ノ イチ No. 1-9

70 470 チ ョ ウセイ ノ ソ シナンバー ( 素子 0-15)

74 474 ソ シ ノ イチ (GVH=470 で設定し た素子位置 )

82 482 ソ シ ノ カズ

85 485 ソ シカンカ ク ノ セン タ ク

86 486 タ ン ク テ イ

87 487 ソ シ ノ カンカ ク ( GVH=485 で等間隔を選択し た場合 )
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7 ト ラ ブルシューテ ィ ング

7.1 システムエラー メ セージ

注意！
ToF ツールが適切に接続されますと、 エラーコード は画面に表示されます。 ホス ト 機器のエ
ラー表示の方式と説明に関し ま し ては、 タ ン ク サイ ド モニタ NRF590 またはプロサーボ NMS5/7
の ド キ ュ メ ン ト をご参照 く ださい。

コー ド 表示テキス ト 原因説明 改善措置

1 Common line open 素子の共通ラ イ ンが断線し、 全て

の温度素子信号が無効か不良 と な

り ます。

コネ ク タ ア タ ッ チ メ ン ト およ

び素子の共通ラ イ ン （黒と

白） を点検し て く ださ。

3?39 Element open 温度素子信号ケーブル (No.1 ～

No.16) が断線し ま し た。 

コネ ク タ ア タ ッ チ メ ン ト およ

び素子の共通ラ イ ンをチェ ッ

ク し て く だ さ。 温度センサ交

換の場合には弊社サービ スに

ご連絡 く だ さい。

4?40 Element short 温度素子の素子信号ケーブル (No.1

～ 16) が短絡し ま し た。 

モジ ュールから コネ ク タ を取

外し、 素子の共通ラ イ ンを

チェ ッ ク し て く だ さい。

23 #0 element over range プ リ ン ト 基板の校正用抵抗 (0 ℃ )

の値が、 許容範囲を超えま し た。 

NMT539 の HART 端子 H+ と

H- の電圧を計って く ださい。

24 Memory defect 

(ROM)
メ モ リ パラ メ ータのチェ ッ ク中に

不良が発見された場合、 周期的に

前のデータ と現在のデータ を比較

し て同一ではなかった。

メ イ ン CPU ボード を交換し

て く ださい。

29 Element exposed 液面が最下端素子位置よ り 下方に

な り ま し た。 

液層温度は測定でき ません。 

32 Low power supply ホ ス ト 機器から NMT539 に通じ る

HART 通信ループの電源電圧に供

給される電圧が 16VDC 未満にな り

ま し た。

ホ ス ト 機器の電源と 接続し て

いるループ HART 機器の消費

電力を確認し て く ださい。

41 Memory defect (RAM) ラ イ ト ＆ リ ード シーケン ス中の不

良が検出されま し た。

メ イ ン CPU ボード を交換し

て く ださい。

42 Memory defect 

(EEROM)
ラ イ ト ＆ リ ード シーケン ス中の不

良が検出されま し た。

NMT539 に書き込むラ イ ト コ

マン ド をチェ ッ ク し、 異常が

ない場合には、 メ イ ン CPU

ボード を交換し て く ださい。

43 WB line open 水尺静電容量信号ループが開放状

態

変換器ハウ ジング内モジ ュー

ルの CF 盤上のコネ ク タ取付

をチェ ッ し て く だ さい。

44 WB line short 水尺静電容量信号ループが短絡状

態

コネ ク タ を外し、 ハウジング

と 信号ケーブル間の水尺信号

の接続性をチェ ッ ク し て く だ

さい
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8 技術情報

8.1 技術データの概要

用途

用途 プロサーモ ＮＭＴ539 は、 液層およびガス層の平均温度を正確に計測するの

で大規模タ ン ク の在槽管理に最適です。 原油および 2 層液において静電容量

式水尺計を装備し、 正確な平均温度計測および水尺計測を行います。

• フ ラ ンジ取 り 付け ： 標準 2 イ ンチ

• 温度測定範囲 ： 40ｍ

• 水尺測定範囲 ： 1m または 2m ( オプシ ョ ン ： 3m)

機能およびシステムデザイ ン

測定原理 温度測定 ：
NMT539 は、 SUS316 製の保護管に最大 16 点の白金抵抗素子 (Pt100) を装備

する こ と ができ ます。 Pt100 は周囲温度変化に対し て、 線形抵抗変化する特

質を持っています。 NMT539 変換器のモジ ュールがこの抵抗信号を変化を入

力値と し て受信し、 温度データに変換し ます。 変換および演算し た全データ

はホ ス ト 機器にループ ド パワー HART 信号で伝送されます。

水尺 ( 水界面 ) 測定 :
静電容量液面計プローブは、 水の存在を検出し ます。 水尺は、 与え られた可

変周波数 ( デフ ォル ト 設定 ) に変換され、 そのデータは HART 変換器を介し

てホ ス ト 機器に伝送されます。

機器構造 取付説明書 BA1025N 参照

入力

測定値 温度測定
温度変換範囲 : -200 ～ +240 ℃

標準温度プローブ : -40 ～ +100 ℃ （-20 ～ +100 ℃ TIIS）

広範囲温度プローブ : -55 ～ +235 ℃ （-20 ～ +235 ℃ TIIS）

極低温範囲プローブ : -170 ～ +60 ℃

水尺測定
標準プローブ範囲 : 1m または 2m

オプシ ョ ン範囲 : 3m

測定範囲 技術仕様書 TI042N 参照

出力

出力信号 • HART プロ ト コル ローカルホス ト 専用

ア ラーム信号 エラー情報は以下のイ ン ターフ ェ イ スおよび伝送デジ タルプロ ト コルを介し

てア ク セス可能です ( 以下の機器取扱説明書参照 )。

• タ ン クサイ ド モニ タ NRF590

• プロサーボ NMS5/7

補助エネルギー

 HART 負荷 HART 回路の最小負荷 : 250 Ω

電線管口 技術仕様書 TI042N 参照

供給電圧 DC 20 ～ 24V : Ex d[ia] 　 (TGM5 および TMD1 のみ接続可能 )

DC 16 ～ 30 V : Ex ia
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消費電流 Ex ia:

6mA 　 （温度測定）

12mA ( 水尺測定 )

Ex d[ia]:

8mA 　 （温度測定）

14mA ( 水尺測定

性能特性

稼動条件 • 温度 = +25 ℃ (77°F) ±5 ℃ (9°F)

• 圧力 = 1013 hPa (mbar) abs. (14.7 psi) ±20 hPa (mbar) (0.3 psi)

• 相対湿度 ( 空気 ) = 65 % ± 20%

最大測定エラー 基準動作条件の代表的説明 ( 線形、 再現性、 ヒ ステ リ シス ):

• 線形性 :

– 温度 : ±0.15 ℃ (0.27 ℉ ) + 素子偏差値 ( IEC class A standard に準拠 )

– 水尺 : 4mm (±2mm) 1m プローブ取 り 付け

動作条件

動作条件

取付方法説明書 取付説明書 BA1025N 参照

環境条件

保管温度 -40 ℃ ... +85 ℃ (-40°F...+185°F)

Climate class DIN EN 60068-2-38 (test Z/AD)

防滴構造 • ハウジング : IP 65

• プローブ : IP 68

電磁両立性 （EMC） 金属およびコ ン ク リ ー ト タ ン クにプローブを取 り 付けた場合、 同軸プローブ

の場合 :

• エ ミ ッ シ ョ ン ： EN 61326、 電気機器 Class B に準拠

• イ ミ ュニテ ィ ： EN 61326、 Annex A ( 産業 ) に準拠

処理条件

温度範囲 -170 ...+235 °C (-274 ...+455°F)

圧力制限 100kPa 　

機械的構造

デザイ ン、 寸法 技術仕様書 TI042N 参照

重さ 技術仕様書 TI042N 参照

材質 技術仕様書 TI042N 参照

フ ラ ンジ規格 技術仕様書 TI042N 参照

認証および認定

CE マーク エン ド レ スハウザー社では、 CE マーク を添付する こ と で、 計器に要求され

る テス ト に合格し ている こ と を示し ています。

外部基準およびガイ ド
ラ イ ン

EN 60529

Protection class of housing (IP-code)

EN 61326

Emissions (equipment class B), compatibility (appendix A – industrial area)
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Ex の認定 ATEX ; EEx ia IIB T2 ...T6

FM ; IS class1, Div.1, Gp. C, D, T6, T4,T3,T2

Class 1, Zone 0, Aex ia IIB, T6,T4,T3,T2

CSA ; Ex ia Class 1, Div.1, Gp. C,D, T6...T2

Ex ia IIB T6...T2

TIIS ; Ex ia IIB T4

TIIS ; Ex ia IIB T2

TIIS ; Ex d[ia] IIB T2....( 準備中 )

TIIS ; Ex d[ia] IIB T4

注文情報

エン ド レ スハウザー社では、 オーダーコード よ り 製品仕様を特定し て発注で

き ます。

アクセサリ

技術仕様書 TI042N 参照

補助ド キュ メ ン ト

補助ド キュ メ ン ト • 技術仕様書 (TI 042N)

• 取付説明書 (BA1025N)、 操作 ・ 機能説明書 (BA1026N)
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●機器調整 ( 新規調整、再調整、故障 ) 不適合に関するお問い合わせ

　 サービス部ヘルプデスク課

     〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

     Tel. 042(314)1919   Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載、複製はご遠慮 く だ さい。また、記載内容は

お断 り な く 変更する こ と があ り ますのでご了承 く だ さい。

Tel.  022(265)2262    Fax.  022(265)8678

■新潟サービス
〒 950-0923 　 新潟市中央区姥ｹ山 4-11-18

Tel.  025(286)5905    Fax.  025(286)5906

Tel.  0436(23)4601    Fax.  0436(21)9364

■千葉サービス
〒 290-0054 　 千葉県原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel.  042(314)1912    Fax.  042(314)1941

■東京サービス
〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

Tel.  045(441)5701    Fax.  045(441)5702

■横浜サービス
〒 221-0045 　 横浜市神奈川区神奈川 2-8-8 第 1 川島ﾋﾞﾙ

Tel.  052(795)0221    Fax.  052(795)0440

■名古屋サービス
〒 463-0088 　 名古屋市守山区鳥神町 88

Tel.  06(6389)8511    Fax. 06389)8182

■大阪サービス
〒 564-0042 　 吹田市穂波町 26-4

Tel.  086(445)0611    Fax.  086(448)1464

■水島サービス
〒 712-8061 　 岡山県倉敷市神田 　 1-5-5

Tel.  0834(25)6231    Fax.  0834(25)6232

■徳山サービス
〒 746-0028 　 山口県周南市鼓海 2-118-46

Tel.  093(963)2822    Fax.  093(963)2832

■小倉サービス
〒 802-0971 　 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

■仙台サービス
〒 980-0011 　 仙台市青葉区上杉 2-5-12 　 今野ﾋﾞﾙ

■計量器製造業登録工場 ■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）
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